
５月

総
取
扱
額
は

％
増
加

国
内
旅
行
は

％
増
に

訪
日
外
国
人
専
用
の

「
み
ど
り
の
窓
口
」

Ｊ
Ｒ
西
日
本
　

関
西
空
港
駅
に

老人クラブ狙う無登録業者を根絶へ

大
分
県
支
部



志
摩
で
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス

近
ツ
ー
　
　

ス
ペ
イ
ン
村
泊
を
販
売

旅
作
で
ゴ
ル
フ
場
予
約

Ｇ
Ｄ
Ｏ
と
提
携
開
始
Ａ　Ｎ　Ａ
セールス

国
内
下
期
に

万
人
送
客

ジ
ャ
ル

パ
ッ
ク
　


周
年
企
画
も
発
表

松山駅で出発式
観光列車　伊予灘ものがたり

東
北
の
祭
り
巡
る

ク
ル
ー
ズ
船
運
航

阪
急
交
通
、来
夏
に

モ
バ
イ
ル
端
末
向
け

Ｒ
ａ
ｃ
ｃ
ｏ
最
適
化

楽
天
ト
ラ
ベ
ル

国
内
線
初
就
航
の

春
秋
航
空
ツ
ア
ー

Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画

総
合
旅
行
業
務
試
験


月

日
に
実
施

全
国
８
都
市
で

橋光昭さん

　

支
部
の
特
徴
は
何
で

す
か
。

　
会
員
は

社
で
、
全
員
が

県
旅
行
業
協
会
、
協
同
組
合

に
加
入
し
て
お
り
、
ま
と
ま

り
は
良
い
で
す
。
協
同
組
合

で
は
県
の
事
業
を
一
部
受
託

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

今
後
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
着
地
型
旅
行
「
地
旅
」
に

は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
り

組
ん
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
５
月
に
国
東

半
島
宇
佐
地
域
が
世
界
農
業

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

で
、
会
員
み
ん
な
が
や
る
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

課
題
は
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
旅
行
の
コ
ー
ス
を

作
成
し
、
実
施
す
る
無
登
録

の
業
者
や
バ
ス
会
社
が
数
多

く
、
注
意
し
て
も
イ
タ
チ
ご

っ
こ
で
な
か
な
か
な
く
な
り

ま
せ
ん
。
今
、
県
と
協
力
し

て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
連
合
会

へ
違
法
だ
か
ら
話
に
乗
ら
な

い
よ
う
お
願
い
す
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

富
士
見
観
光
旅
行
セ

ン
タ
ー
（
大
分
市
）
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
グ
ル
ー
プ
会
社
の
造
船
会

社
６
社
と
そ
の
下
請
け
会
社

約

社
の
事
業
を
一
手
に
請

け
負
っ
て
い
た
旅
行
会
社
を

引
き
継
い
で
、
１
９
９
１
年

に
個
人
で
旅
行
業
登
録
を
取

り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

年
も

年
も
付
き
合
い

が
続
い
て
い
る
お
客
さ
ま
が

ほ
と
ん
ど
。
私
は
添
乗
ま
で

行
う
の
で
、
お
客
さ
ま
の
気

持
ち
を
よ
く
分
か
っ
て
い
る

つ
も
り
で
す
。

　
田
舎
な
の
で
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
と
て
も
大
切
で

す
。
ま
た
使
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
誠
心
誠
意
お
客
さ
ま

に
接
し
て
い
ま
す
。

（３） 第２７６１号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）８月２日（土曜日）

専用サイトの画面

森
本
氏
（
左
）
と
二
宮
社
長

　
Ｊ
Ｒ
四
国
は
７
月

日
、
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
で
観
光
列
車

「
伊
予
灘
も
の
が
た
り
」
の
出
発
式
を
行
っ
た
。
車
窓

と
食
事
を
楽
し
め
る
本
格
的
な
観
光
列
車
で
、
車
内
は

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
褐
色
の
木
肌
に
、
洋
風
の
ソ
フ
ァ
ー
、

和
風
建
築
の
障
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
窓
の
デ
ザ
イ
ン
を

組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
和
と
洋
を
調
和
さ
せ
た
懐
古
調

の
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

出
発
式
の
様
子

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
１
日
、
関

西
空
港
駅
に
訪
日
外
国
人
専

用
の
「
み
ど
り
の
窓
口
」
を

設
置
し
た
。
同
社
の
外
国
人

専
用
窓
口
は
、
京
都
駅
に
次

い
で
２
カ
所
と
な
る
。

　
関
西
空
港
駅
の
外
国
人
専

用
窓
口
は
、
既
存
の
み
ど
り

の
窓
口
の
上
階
に
新
た
に
設

置
し
た
。
広
さ
は

平
方
㍍

で
、
同
社
グ
ル
ー
プ
社
員
の

中
国
人
や
台
湾
人
、
香
港
人

計
５
人
で
運
営
す
る
。
対
応

言
語
は
中
国
語
（
簡
体
字
、

繁
体
字
）
と
英
語
。

　
窓
口
で
は
、
訪
日
外
国
人

向
け
商
品
の
販
売
や
観
光
案

内
を
行
う
。
ま
た
、
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
な
ど
の
荷
物
を
預
か

る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
い

る
。
営
業
時
間
は
午
前

時

半
～
午
後
６
時
半
。

　
阪
急
交
通
社
は
こ
の
ほ

ど
、
来
年
の
東
北
２
大
夏
祭

り
（
青
森
ね
ぶ
た
祭
と
秋
田

竿
燈
ま
つ
り
）
を
組
み
入
れ

た
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
ツ

ア
ー
を
発
売
し
た
。

　
こ
の
商
品
は
横
浜
港
発
着

の
「
ね
ぶ
た
祭
・
竿
燈
ま
つ

り
で
沸
く
　
日
本
周
遊
・
済

州
島
ク
ル
ー
ズ

日
間
」
。

日
本
造
船
史
上
最
大
の
客

船
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ

ン
セ
ス
を
使
用
す
る
。

　
来
年
８
月
３
～

日
の
日

程
で
青
森
、
秋
田
、
韓
国
・

済
州
島
、
鹿
児
島
を
巡
る
。

旅
行
代
金
（
大
人
１
人
、
２

人
１
室
）
は

万
９
８
０
０

円
か
ら
、
最
高
は

万
円
。

　
同
客
船
は
今
年
４
月
に
改

装
さ
れ
、
「
日
本
式
大
浴
場

『
泉
の
湯
』
の
新
設
や
人
気

寿
司
レ
ス
ト
ラ
ン
『
海
（
ｋ

ａ
ｉ
）
』
が
拡
張
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
日
本
人
に
満
足
い

た
だ
け
る
客
船
に
な
っ
た
」

と
い
う
。

　
楽
天
は
７
月

日
、
楽
天

ト
ラ
ベ
ル
で
提
供
し
て
い
る

法
人
向
け
一
括
精
算
サ
ー
ビ

ス
「
Ｒ
ａ
ｃ
ｃ
ｏ
」
を
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
向
け
に
最

適
化
し
て
提
供
を
始
め
た
。

　
こ
れ
ま
で
ユ
ー
ザ
ー
は
、

ス
マ
ホ
な
ど
か
ら
予
約
を
す

る
際
、
情
報
の
入
力
時
に
画

面
の
大
き
さ
を
調
整
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
今
回
、
モ
バ

イ
ル
向
け
に
最
適
化
し
た
こ

と
で
、
画
面
サ
イ
ズ
が
端
末

に
応
じ
て
最
適
化
さ
れ
る
と

同
時
に
操
作
性
も
向
上
し
、

情
報
入
力
や
予
約
確
認
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
１
号
車
「
茜
の
章
」
は
、

外
観
が
茜
色
で
、
和
座
椅
子

の
畳
席
を
設
け
る
な
ど
、
よ

り
「
和
」
の
テ
イ
ス
ト
が
感

じ
ら
れ
る
車
両
。
２
号
車

「
黄
金
（
こ
が
ね
）
の
章
」

は
、
外
観
を
黄
金
色
と
し
、

車
内
に
は
バ
ー
ス
タ
イ
ル
の

ダ
イ
ニ
ン
グ
カ
ウ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
な
ど
モ
ダ
ン
ス
タ

イ
ル
を
採
用
し
た
。
　

　
１
、
２
号
車
と
も
に
展
望

シ
ー
ト
が
配
置

さ
れ
、
車
窓
を

楽
し
め
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

地
元
素
材
の
活

用
と
し
て
、
１

号
車
の
洗
面
所

に
は
砥
部
焼
の

洗
面
鉢
を
設

置
。
ま
た
、
伊

予
灘
の
絶
景
を

望
む
海
向
き
展

望
シ
ー
ト
に
は

愛
媛
県
産
の
ひ
の
き
を
使
用

し
た
テ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
て

い
る
。

　
車
内
で
の
食
事
は
、
沿
線

の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
と
提
携

し
て
、
地
元
素
材
な
ど
を
使

い
、
事
前
予
約
制
で
提
供
。

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
乗
車
し
、

観
光
案
内
や
車
内
販
売
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。

　
出
発
式
で
は
、
泉
雅
文
Ｊ

Ｒ
四
国
社
長
、
野
志
克
仁
・

松
山
市
長
や
澤
山
健
一
・
四

国
運
輸
局
長
ら
が
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
に
臨
ん
だ
。
野
志
市
長

か
ら
泉
社
長
に
「
松
山
市
観

光
俳
句
ポ
ス
ト
」
の
贈
呈
も

行
わ
れ
た
。

　
伊
予
灘
も
の
が
た
り
の
乗

車
に
は
、
全
車
指
定
席
で
普

通
列
車
用
グ
リ
ー
ン
券
が
必

要
。
Ｊ
Ｒ
予
讃
線
の
松
山
駅


伊
予
大
洲
駅
、
ま
た
は
松

山
駅

八
幡
浜
駅
間
を
土
日

休
日
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
１

日
１
往
復
運
転
す
る
。
貸
切

運
転
も
行
わ
れ
る
予
定
。

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
は


月
７
日
に
三
重
県
志
摩
市

で
開
催
さ
れ
る
「
第
１
回
伊

勢
志
摩
サ
イ
ク
リ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
実
行
委
員

会
と
し
て
参
画
し
、
大
会
会

場
と
な
る
志
摩
ス
ペ
イ
ン
村

内
の
ホ
テ
ル
な
ど
に
宿
泊
す

る
商
品
の
販
売
を
７
月

日

か
ら
開
始
し
た
。

　
同
大
会
は
志
摩
市
誕
生


周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ

る
。
タ
イ
ム
を
競
う
レ
ー
ス

で
は
な
く
、
伊
勢
志
摩
の
風

光
明
媚
な
自
然
や
グ
ル
メ
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
満
喫
し
て
も

ら
う
。
コ
ー
ス
は
国
府
の
白

浜
や
今
年
開
業

周
年
を
迎

え
る
志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
の
園

内
を
走
行
す
る
。
中
継
ポ
イ

ン
ト
で
は
志
摩
市
の
的
矢
湾

で
生
産
さ
れ
る
的
矢
カ
キ
な

ど
の
特
産
品
を
ふ
る
ま
う
。

　
エ
コ
を
テ
ー
マ
の
一
つ
と

し
て
開
催
す
る
こ
と
か
ら
近

畿
日
本
鉄
道
は
、
参
加
者
が

自
分
の
自
転
車
を
折
り
た
た

ま
ず
に
そ
の
ま
ま
乗
車
で
き

る
「
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
」

を
運
行
す
る
。

　
近
ツ
ー
で
は
会
場
ま
で
の

往
復
交
通
費
と
宿
泊
代
が
セ

ッ
ト
に
な
っ
た
商
品
を
中

部
、
関
西
の
グ
ル
ー
プ
店
、

提
携
店
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
販
売
し
て
い
る
。

　
観
光
庁
が
７
月

日
に
発

表
し
た
５
月
の
主
要
旅
行
業


社
の
旅
行
取
り
扱
い
状
況

（
速
報
）
は
、

総
取
扱
額
５
２

４
９
億
５
７
０

３
万
円
で
前
年

同
月
比
３
・
４

％
増
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
４
・

２
％
増
の
３
４
４
２
億
７
２

７
１
万
円
、
海
外
旅
行
が
１

・
２
％
増
の
１
７
１
０
億
２

０
７
３
万
円
、
外
国
人
旅
行

が

・
９
％
増
の

億
６
３

５
９
万
円
だ
っ
た
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
日
並
び
の

影
響
で
、
国
内
旅
行
と
台
湾

や
東
南
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
近

場
の
海
外
旅
行
が
比
較
的
好

調
だ
っ
た
。
反
政
府
デ
モ
の

影
響
で
タ
イ
へ
の
旅
行
が
不

調
。
中
国
、
韓
国
も
引
き
続

き
低
調
だ
っ
た
。

　
取
り
扱
い
の
合
計
が
前
年

同
月
を
超
え
た
の
は

社
中


社
。
国
内
旅
行
は
取
り
扱

い

社
中

社
、
海
外
旅
行

は

社
中

社
、
外
国
人
旅

行
は

社
中

社
が
前
年
同

月
よ
り
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
、
前
年
同
月
比
２
・

９
％
増
の
１
３
０
２
億
５
３

９
万
円
。
内
訳
は
国
内
旅
行

が
５
・
９
％
増
の
７
５
５
億

９
９
７
０
万
円
、
海
外
旅
行

が
１
・
０
％
減
の
５
４
１
億

８
３
２
０
万
円
、
外
国
人
旅

行
が

・
８
％
増
の
４
億
２

２
４
９
万
円
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
取
扱

人
数
は
、
前
年
同
月
比
１
・

０
％
増
の
３
０
１
万
７
６
２

４
人
。
内
訳
は

国
内
旅
行
が
１

・
７
％
増
の
２

７
４
万
１
３
６

５
人
、
海
外
旅

行
が
８
・
６
％

減
の

万
１
６
９
人
、
外
国

人
旅
行
が

・
９
％
増
の
２

万
６
０
９
０
人
。

　
楽
天
は
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル

を
２
０
１
４
年
４
月
に
吸
収

合
併
し
た
。

　
Ａ
Ｎ
Ａ
セ
ー
ル
ス
は
７
月


日
、
国
内
最
大
級
の
ゴ
ル

フ
総
合
サ
イ
ト
を
運
営
す
る

ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
・
オ

ン
ラ
イ
ン
（
Ｇ
Ｄ
Ｏ
）
と
提

携
し
、
新
た
に
ゴ
ル
フ
場
予

約
専
用
サ
イ
ト
「
Ａ
Ｎ
Ａ


Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
」
を
開
設
し
た
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ

「
旅
作
」
で
Ｇ
Ｄ
Ｏ
が
提
携

す
る
全
国
１
９
０
０
カ
所
の

ゴ
ル
フ
場
が

時
間
予
約
可

能
と
な
っ
た
。

　
Ａ
Ｎ
Ａ
セ
ー
ル
ス
で
は
、

国
内
ゴ
ル
フ
場
の
予
約
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
中
心
に
展
開

し
て
き
た
。
今
後
は
旅
作
利

用
者
向
け
に
専
用
の
プ
ラ
ン

や
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
利
便

性
の
向
上
を
図
り
、
年
間
２

千
人
の
利
用
を
目
指
す
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画

は
、
８
月
１
日
に
成
田

高

松
、
広
島
、
佐
賀
の
３
路
線

に
就
航
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
、
春
秋

航
空
日
本
を
利
用
し
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
発
売
し

た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
春

秋
航
空
日
本
に
出
資
し
、
提

携
し
て
お
り
、
国
内
線
初
就

航
を
記
念
し
て
企
画
し
た
。

　
成
田
発
・
広
島
２
日
間
が

１
万
１
９
０
０
円
か
ら
、
成

田
発
・
高
松
２
日
間
が
１
万

３
６
０
０
円
か
ら
、
な
ど
。

「
価
格
を
抑
え
、
同
様
の
当

社
航
空
利
用
商
品
と
比
べ
て

３
～
５
割
安
い
」と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
。

観
光
旅
行
で
の
利
用
を
考
慮

し
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
は
通
常
有
料

の
受
託
手
荷
物
を

㌔
㌘
ま

で
無
料
で
預
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
は
７
月


日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
帝

国
ホ
テ
ル
で
、
誕
生

周
年

記
念
特
別
企
画
商
品
の
発
表

記
者
会
見
を
開
い
た
。
特
別

ゲ
ス
ト
と
し
て
経
済
ア
ナ
リ

ス
ト
の
森
本
卓
郎
氏
が
登

壇
、
〝
イ
チ
オ
シ
商
品
〟
の

発
表
な
ど
を
行
っ
た
。
二
宮

秀
生
社
長
は
下
期
国
内
は
約

１
０
１
万
人
の
送
客
を
目
指

す
と
発
表
し
た
。

　
特
別
企
画
商
品
の
テ
ー
マ

は
、
「
一
生
に
一
度
は
体
験

し
た
い
」「
限
定
を
味
わ
う
」

「
テ
ー
マ
を
楽
し
む
」
「
旬

を
楽
し
む
」
で
、
中
国
の
旧

正
月
を
祝
う
行
事「
春
節
祭
」

を
起
源
と
す
る
長
崎
ラ
ン
タ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
訪
れ

る
ツ
ア
ー
や
、
乗
馬
と
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

や
知
床
連
山
の
流
氷
を
遊
覧

す
る
ツ
ア
ー
な
ど
を
発
表
し

た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
向
け
に

は
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
内
の
ビ
ュ
ー
テ
ィ

ー
サ
ロ
ン
で
子
ど
も
が
プ
リ

ン
セ
ス
姿
に
ド
レ
ス
ア
ッ
プ

す
る
商
品
な
ど
も
用
意
し

た
。

　
森
本
氏
は
国
内
の
下
期
特

別
企
画
商
品
の
中
か
ら
、
与

那
国
島
と
南
大
東
島
を
巡
る

コ
ー
ス
を
推
薦
し
た
。
「
波

打
ち
際
で
ぼ
ー
っ
と
し
て
い

る
の
が
人
生
最
高
の
贅
沢
」

と
語
り
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
で
熱
帯
魚
を
集
め
る
方
法

な
ど
沖
縄
の
海
の
楽
し
み
方

を
披
露
し
た
。

　
ま
た
森
本
氏
は
「
こ
れ
か

ら
の
旅
行
は
時
間
の
流
れ
を

楽
し
む
も
の
に
変
わ
っ
て
い

く
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
旅
行

業
の
今
後
の
発
展
に
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　
二
宮
社
長
は
上
期
の
特
別

企
画
商
品
に
見
込
み
の
２
０

０
人
を
上
回
る
３
０
０
人
を

超
え
る
予
約
が
あ
っ
た
と
報

告
。
下
期
も
同
程
度
の
集
客

を
見
込
む
。

　
２
０
１
４
年
上
期
見
込
み

も
発
表
。
国
内
商
品
は
人
数

ベ
ー
ス
で
前
年
比
８
％
増
の

１
０
５
万
４
千
人
。
全
方
面

が
プ
ラ
ス
で
、
２
ケ
タ
増
は

東
北
、北
陸
、中
部

％
増
、

九
州
、奄
美
群
島
、屋
久
島
、

種
子
島

％
増
、
沖
縄

％

増
。
国
内
上
期
好
調
の
要
因

は
、
Ｉ
Ｉ
Ｔ
運
賃
申
し
込
み

期
限
を

日
前
か
ら
７
日
前

に
変
更
し
た
こ
と
が
大
き
く

影
響
し
、
当
月
予
約
が
伸
び

て
い
る
と
し
た
。

　
下
期
の
取
り
扱
い
目
標
は

前
年
比
５
％
増
の
１
０
０
万

８
千
人
と
発
表
し
た
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は
２
０
１
４
年
度
の

総
合
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

試
験
を

月

日
に
全
国
８

都
市
で
実
施
す
る
。

　
試
験
は
旅
行
業
法
、
各
種

約
款
、
国
内
旅
行
実
務
、
海

外
旅
行
実
務
の
４
科
目
。
国

内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
は

旅
行
業
法
と
国
内
旅
行
実
務

を
免
除
。

、

年
度
の
管

理
者
研
修
修
了
者
や
科
目
合

格
者
は
実
務
の
う
ち
修
了
し

た
科
目
を
、

年
度
国
家
試

験
科
目
合
格
者
は
実
務
に
合

格
し
た
科
目
を
免
除
す
る
。

　
試
験
は
札
幌
、
仙
台
、
東

京
、名
古
屋
、大
阪
、広
島
、

福
岡
、
那
覇
の
８
都
市
で
行

わ
れ
、
東
京
は
立
教
大
学
と

明
治
大
学
の
２
会
場
。
受
験

手
数
料
は
６
５
０
０
円
。

　
受
験
願
書
な
ど
は
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
本
部
・
地
方
事
務
局
、
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
す
る
。

　
受
付
期
間
は
本
部
事
務
局

持
参
が
８
月
４
～
８
日
、
郵

送
が
７
月
２
日
～
８
月
８
日

（
消
印
有
効
）
。


